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統計的推測を出題したかった医薬学部 
 

■ 新課程に切り替わった 2025年の入試．慶應大の医学部，薬学部

で数 Bの「統計的な推測」の出題があった．これまでにもこの分野

の出題をする大学が（データサイエンス学部などで）なかったわけ

ではないが，慶應大では出題がなかった（薬学部では，数 I の「デ

ータの分析」からの出題があった）だけに，注目に値する． 
 

■ 医学部の問題は次の通り．正規分布，確率密度関数の内容． 

 
 

■ 薬学部は次の通りで，正規分布表は省いた．仮設検定の内容． 

 
 

■ 両学部とも，2025年からの「試験教科・科目」の中で，数学の

科目内容として 数学 Bからは「数列」、「統計的な推測」 として

いるので，この内容の出題があっても不思議ではない． 
ただし，いわゆる浪人生対応はどうなっているのかが気になる． 
調べてみると， 

なお，2025年度については各教科・科目とも，旧教育課程履修者を

考慮するものの，特別な経過措置はとりません。 
との文言がある．「考慮しながらも経過措置をとらない」といったや

や矛盾する表現をどう解釈したら良いのやら…． 

旧課程の数学Bに医学部の内容は含まれているので問題なしとして

も良いが，薬学部の仮設検定の内容は旧課程の数学 Bに含まれてい

ないので，「考慮」のかけらもない． 
こうまでして，慶應の医薬学部は統計の出題をしたかったのだ． 
この範囲からの出題は今年についてはないだろうと読んだ受験生

（現役生を含めて）は，さぞかし面食らったことだろう． 
 

■ 教育課程の統計分野重視シフトが著しい昨今だが，医薬学部で

は，効果があったかどうかの統計的な判定が必要なはずで，こうい

った分野でのニーズや要請がこのシフトを牽引しているのだろうか．

（データサイエンスも牽引車の１つだが） 


